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《 北米産大豆 》 

１５／１６年 世界及び米国大豆生産予測・需給予測 

 米国農務省が７月１０日発表した、１５／１６年度の世界大豆生産・需給予測によれば、 

生産量は前回比０.４％増の３億１，８９２万ｔとなった一方で、期初在庫は下方修正、需要

も上方修正となったことで、期末在庫は１.５％減の９，１８０万となりました。 

 また、同日発表された米国大豆生産・需給予測によると、作付・収穫面積が前回から増加し

たことにより、生産量は前回比０.９％増となりました。需要予測は、米国内の搾油需要が前

回よりやや上方修正されたことを受けて、在庫率が前月比１.３％減の１１.４％と下方修正さ

れています。 

 

１５/１６年産 世界大豆生産・需給予測 

生 産 量 ３億１，８９２万ｔ （対前年比     ０.１％増） 

消 費 量 ３億０，６２３万ｔ （対前年比     ３.４％増） 

期末在庫量 ９，１８０万ｔ   （対前年比    １２.４％増） 

期末在庫率 ３０.０％      （対前年度差 ２.４ポイント増） 

１５/１６年産 米国大豆生産・需給予測 

生 産 量 １億０,５７３万ｔ （対前年比     ２.１％減） 

消 費 量 ５，３６０万ｔ   （対前年比     ２.１％減） 

輸 出 量 ４，８３１万ｔ   （対前年比     ２.７％減） 

期末在庫量 １，１５８万ｔ   （対前年比    ６６.９％増） 

期末在庫率 １１.４％     （対前年度差    ４.７％増） 

 

 

〇15年産米国大豆生育情報 

 米農務省が７月１３日に発表した７月１２日現在の米国大豆の開花率は、主要18州平均で 

３８％（前週 ２１％、前年 ３９％、平年 ３７％）となっており、ケンタッキー、テネシ

ー、ミズーリ州で平年を１０ポイント近く下回っている他は、おおむね平年並みで推移してい

ます。 

 また、同日発表された７月１２日現在の米国大豆作柄状況は、主要18州平均で普通２７％

（ 前週 ２８％、前年 ２２％）、良好５０％（前週 ５２％、前年 ５６％）、優良１２％

（前週 １１％、前年 １６％）で、優・良合せて６２％となっており、前年を１０ポイント

下回っています。 

 

〇15年米国ＧＭ大豆作付比率 

 米農務省が６月３０日発表した、１５年の米国ＧＭ大豆の予想作付比率は、前年並みの 
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９４％となっています。ＧＭ大豆の作付比率は全体的には１～２ポイントの変動にとどまって 

いますが、ミズーリ州では９０％を割り込んでいます。 

 

〇15年産カナダ大豆作付情報 

 カナダ農務・農産食品省がこのほどまとめた、同国の穀物・油糧種子レポートによると、 

１５年産大豆の生産量は、単収が例年通りであれば、前年比１０％減の５４５万ｔを予測して

います。相場下落に加え、一部地域では低単収への失望から他の作物にシフトする動きもあり、 

作付面積は３％減の２１８万ｈａを見込んでいます。さらに作付が順調に進んだ前年と比べ、 

作付開始は遅れましたが、作業自体は例年より若干早いペースで推移しているようです。 

 

《 国産大豆 》 

〇平成２６年産国産大豆入札情報 

 平成２６年産国産大豆の６月の入札結果が、日本特産農産物協会から発表されました。 

それによると、上場数７，２８２トンで、落札が７，１６１トン、落札率が９８％という結果

となりました。５月と比較すると、平均落札価格は、６０ｋｇ／８５５円下落しました。 

 普通大豆の銘柄別では、高値を続けていたフクユタカで６０ｋｇ/３，０００円以上、タマ

ホマレでも２，０００円以上値下がりしています。その一方で北海道とよまさりなどはほぼ横

ばいとなっているなど九州フクユタカを中心に値下がりを見せていましたが、全国平均では依

然として高値での落札が続いています。 

 

     入札月     上場数量     落札数量      落札率              

  １４年１１月    １，７０８ｔ    １，７０８ｔ    １００％  

     １２月    ３，３４７ｔ    ３，３０８ｔ     ９９％  

  １５年 １月    ８，５５１ｔ    ８，０５６ｔ     ９４％ 

      ２月    ８，４０９ｔ    ８，０４１ｔ     ９６％           

      ３月    ８，１２４ｔ    ７，５９０ｔ     ９３％  

      ４月    ７，０７３ｔ    ６，８８７ｔ     ９７％       

      ５月    ８，１１９ｔ    ７，９０２ｔ     ９７％  

      ６月    ７，２８２ｔ    ７，１６１ｔ     ９８％  

                                                 

    合 計   ５２，６１４ｔ   ５０，６５３ｔ   ９６．２％ 

 

〇２７年産大豆作付、３月調査から上乗せ 

 ＪＡ全農はこのほど、６月中旬現在の２７年産大豆の作付動向を発表しました。３月末の作

付意向調査では、２６年産の作付面積から約４，７００ｈａ増加する見通しでしたが、そこか

らさらに１，０００～１，５００ｈａ増加する見込みとなっています。 


